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サバ州の青年スポーツ省大臣と共にオイスカ村で植林

研修生当時（西日本研修センター）

皆さんこんにちは。私は、サバ州にあるKOR-
ASオイスカ研修センター（現KPD/オイスカ青
年研修センター）の第３期研修生です。研修修
了後、1981年に来日し、西日本研修センターで
農業を学びました。規律を求められる日本での
研修は厳しいものでしたが、サバ州と似た豊か
な自然の中で各国の研修生と寝食を共にし、固
い絆を育んだ日々を今でもよく覚えています。
　帰国後は、研修で培った日本語力を活かして、
サバ州初の日本語ガイド資格を取得。ホテルや
木材会社などでの勤務を経て、日本語ガイドと
なり、「キナバル山」登山のガイドをしたり、サ
バ州に駐屯していた元日本軍兵士や、その遺族
の方の案内をしたりなど、多くの日本人と関わ
る仕事を定年まで続けてきました。退職後は、
サバ州のオイスカOB・OGの連携を強化する
ために2019年に組織された「PBPOS」（サバ
州OB・OG会）の2代目会長として、被災地や

村落開発の支援、OB・OGの相互扶助活動な
どに積極的に取り組んでいます。
　私の心の中には、絶えず “オイスカスピリッ
ト” が燃え続けています。これからも、サバ州
のOB・OGと共にふるさとをより良くする活
動に努めていきます！　世界中のOB・OGの
皆さん、“Think Globally, Act Locally” の気持
ちで頑張りましょう！

サバ州のOB・OG組織の活動をさらに盛り上げます！

ジョニー・ビン・ギロン
（愛称 ： ジョニー）

■出身国　マレーシア
■研修歴　西日本研修センター／

農業一般コース（1981年1月～82年3月）
■現在の職業　ゴム園経営、サバ州OB・OG会会長

Semangat OISCA
を忘れたことは
ありません！

オイスカ  スピリット

今月の

日本で学んだオイスカ研修生の今をご紹介します。OB &OG

FILE
No. 01
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人間の生存に不可欠
な “産業・精神・文
化” のバランスを大
事にした発展を世界
規模で推進していく
ことを目的として、
このように名付けら
れました。

OISCAという名称の意味

O rganization 機構

I ndustrial 産業

S piritual 精神

C ultural 文化

A dvancement 促進

What's OISCA

　オイスカ・インターナショナルは、「すべての人々がさまざまな
違いを乗り越えて共存し、地球上のあらゆる生命の基盤を守り育
てようとする世界」を目指して1961年に創立された国際NGOです。
現在、41の国と地域にネットワークを持って活動しています。
　公益財団法人オイスカは、1969年にオイスカ・インターナショ
ナルの基本理念を具体的な活動によって推進する機関として生ま
れ、主にアジア・太平洋地域で農村開発や環境保全活動を展開。
特に人材育成に力を入れ、オイスカの研修を修了した現地の青年
は、各地で地域開発に取り組んでいます。国内では、農林業体験
やセミナー開催などを通して啓発活動を積極的に進めています。

日 月 星 辰 公益財団法人オイスカ  理事長  中野悦子

「
こ
ど
も
の
日
」
に
思
う

5
月
5
日
は
、
昭
和
23
年
に
「
こ
ど
も
の
人
格
を
重
ん
じ
、
こ

ど
も
の
幸
福
を
は
か
る
と
と
も
に
、
母
に
感
謝
す
る
」
と
の
趣
旨

で
「
こ
ど
も
の
日
」
と
い
う
祝
日
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
趣
旨
と
し
て
、
子
ど
も
の
お
祝
い
だ
け
で
な
く
「
お
母
さ

ん
に
感
謝
す
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。「
こ

ど
も
の
日
」
に
「
お
母
さ
ん
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
す
る
こ
と
は

意
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
お
父
さ
ん
を
含

む
家
族
の
代
表
と
し
て
の
お
母
さ
ん
で
す
。

　

私
の
大
好
き
な
歌
を
紹
介
し
ま
す
。
学
校
で
教
わ
っ
た
歌
で
す
。

母
こ
そ
は
い
の
ち
の
泉　

愛
し
子
を　

胸
に
抱
き
て
微
笑
め
り　

若
や
か
に　

う
る
わ
し
き
か
な
母
の
姿

　

今
で
は
、
こ
の
「
母
」
は
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
も
と
、
宇
宙
を
連

想
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、「
愛
し
子
」
は
私
た
ち
の
住
む
地

球
で
す
。
広
大
無
辺
な
宇
宙
に
他
の
星
々
と
共
に
ぽ
っ
か
り
浮
か

ぶ
地
球
。
浮
か
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、
宇
宙
に
抱
か
れ
て
い
る

と
考
え
る
と
、
心
が
安
ら
ぎ
ま
す
。

13
年
前
の
東
日
本
大
震
災
の
夜
、
津
波
が
去
っ
た
海
は
と
て
も

静
か
で
、
空
に
は
満
天
の
星
が
輝
い
て
い
た
そ
う
で
す
。
大
槌
町

の
あ
る
方
が
そ
の
星
の
輝
き
を
み
て
、「
こ
う
い
う
と
き
で
も
神
様

は
自
分
た
ち
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
、
と
感
じ
た
」
と
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
応
え
て
お
ら
れ
る
の
を
読
み
、
衝
撃
を
受
け
ま
し

た
。
そ
し
て
雑
誌
『
致
知
』
4
月
号
に
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。「
東
日
本
大
震
災
で
全
財
産
を
失
っ
た
。
た

だ
、
こ
の
時
の
港
を
呑
み
込
む
津
波
の
写
真
を
見
て
く
だ
さ
い
。

緑
色
の
立
派
な
波
で
ね
、
本
当
に
き
れ
い
な
ん
で
す
よ
。
悔
し
い

く
ら
い
。
豊
か
な
海
産
物
を
育
ん
で
く
れ
る
海
は
、
津
波
で
さ
え

き
れ
い
な
ん
だ
な
、
と
感
じ
入
る
自
分
も
ど
こ
か
に
い
ま
し
た
」

　
「
母
こ
そ
は
い
の
ち
の
泉　

愛
し
子
を　

胸
に
抱
き
て
微
笑
め

り
」
私
た
ち
の
住
む
地
球
は
宇
宙
の
愛
し
子
で
あ
り
、
い
つ
も
い

つ
も
広
大
無
辺
な
宇
宙
に
見
守
ら
れ
て
い
る
存
在
で
す
。
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海
外

国
内

ザヒド副首相（左から4人目）からは、マレーシアの青年育成への
貢献に謝意が述べられた

調印式には、同地を訪問していたオイスカ本部や国内4センターの職員6名と、センター
所長も同席。サバ州の発展に向けた農業分野におけるKPDとオイスカの協力について
意見交換も行われた

国
内

　
　

マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
バ
州

人
材
育
成
担
当
責
任
者
ら
が
訪
問

農
水
産
業
食
糧
安
全
保
障
省
と
の
協
約
更
新
も

　

昨
年
12
月
か
ら
今
年
4
月
に
か

け
て
、
23
年
度
研
修
生
の
研
修
修

了
式
が
各
研
修
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
17
名
が
日
本
で
の
学
び
や
経

験
を
胸
に
、
帰
国
の
途
に
つ
き
ま

し
た
。
今
年
度
の
新
研
修
生
は
1

月
か
ら
順
次
入
国
し
て
お
り
、
先

輩
研
修
生
の
背
中
を
追
い
か
け
る

か
た
ち
で
、
14
ヵ
国
・
地
域
か
ら

22
名
が
各
セ
ン
タ
ー
で
す
で
に
研

修
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、

22
年
度
か
ら
2
年
間
日
本
で
学
ぶ

研
修
生
の
受
け
入
れ
も
実
施
し
、

2
名
が
4
月
20
日
に
修
了
式
を
迎

え
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
の
小
杉
裕

一
郎
所
長
は
、「
期
間
が
2
年
と
な

っ
た
こ
と
で
、
日
本
語
の

理
解
力
が
格
段
に
向
上
し
、

日
頃
の
研
修
の
段
取
り
や

ス
ピ
ー
ド
に
お
い
て
、
1

年
目
の
研
修
生
の
良
い
お

手
本
と
な
っ
て
い
た
。
さ

ら
に
2
年
目
は
農
業
に
加

え
て
、
森
づ
く
り
や
地
域

開
発
に
つ
い
て
も
時
間
を

割
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

帰
国
後
の
進
路
に
即
し
た

知
識
や
経
験
を
よ
り
培
う

こ
と
が
で
き
た
」
と
話
し
、

今
年
か
ら
2
年
目
の
研
修
に
入
る

4
名
の
取
り
組
み
に
も
期
待
し
て

い
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
オ
イ
ス
カ
初

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
研
修
生
も

入
所
。
現
在
は
基
礎
研
修
と
し
て
、

避
難
民
4
名
を
学
生
と
し
て
受
け

入
れ
た
経
験
を
持
つ
オ
イ
ス
カ
開

発
教
育
専
門
学
校
で
、
日
本
語
や

日
本
文
化
を
学
ん
で
い
ま
す
。
9

月
か
ら
は
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研

修
生
と
し
て
、
中
部
日
本
研
修
セ

ン
タ
ー
で
農
業
を
共
に
学
ぶ
研
修

生
や
地
域
の
方
々
と
の
交
流
な
ど

を
通
し
て
、
地
域
開
発
や
日
本
の

N
G
O
の
役
割
に
つ
い
て
も
学
び

を
深
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　

人
材
育
成
事
業

14
ヵ
国
・
地
域
22
名
の
新
研
修
生
が
入
所

初
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
研
修
生
受
け
入
れ
も

  

1
月
29
日
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
サ

バ
州
コ
タ
キ
ナ
バ
ル
の
サ
バ
州
農

村
開
発
公
社（
K
P
D
）
本
部
に

て
、
協
約
書
更
新
の
調
印
式
が
行

わ
れ
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
キ
テ
ィ
ン

ガ
ン
・
サ
バ
州
副
首
席
大
臣
兼
農

水
産
業
食
糧
安
全
保
障
省
大
臣
が

署
名
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
3
年

間
に
わ
た
り
、
K
P
D
オ
イ
ス
カ

青
年
研
修
セ
ン
タ
ー（
以
下
、
セ

ン
タ
ー
）
に
お
け
る
、
地
域
の
農

村
青
年
を
対
象
と
し
た
研
修
や
、

訪
日
研
修
生
の
派
遣
、「
子
供
の

森
」
計
画
事
業
の
推
進
な
ど
が
合

意
さ
れ
ま
し
た
。

　

キ
テ
ィ
ン
ガ
ン
大
臣
か
ら
は
、

こ
れ
ま
で
の
オ
イ
ス
カ
の
人
材
育

成
事
業
の
成
果
並
び
に
地
域
開
発

支
援
に
対
す
る
謝
意
が
示
さ
れ
る

と
と
も
に
、
共
同
運
営
を
す
る
セ

ン
タ
ー
で
の
さ
ら
な
る
農
業
人
材

の
育
成
や
、
サ
バ
州
で
の
米
の
増

産
な
ど
へ
の
支
援
要
請
も
な
さ
れ

ま
し
た
。

2
月
19
日
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ア

フ
マ
ド
・
ザ
ヒ
ド
・
ハ
ミ
デ
ィ
副

首
相（
地
方
・
地
域
開
発
省
大
臣

兼
務
）
が
、
オ
イ
ス
カ
・
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
中
野
悦
子
総
裁
、

務
台
俊
介
衆
議
院
議
員
、
小
田
原

潔
衆
議
院
議
員
と
会
談
し
、
そ
の

席
上
で
中
野
総
裁
よ
り
ザ
ヒ
ド
副

首
相
へ
オ
イ
ス
カ
・
マ
レ
ー
シ
ア

総
局（
以
下
、
総
局
）
会
長
の
任

命
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
オ
イ

ス
カ
は
1
9
6
7
年
以
来
、
マ
レ

ー
シ
ア
政
府
の
マ
ラ
公
団
を
通
じ

た
青
年
を
含
む
1
千
名
超
を
日
本

に
受
け
入
れ
、
技
術
研
修
を
続
け

て
お
り
、
そ
の
半
世
紀
以
上
に
わ

た
る
連
携
の
歴
史
の
下
、
同
公
団

を
管
轄
す
る
地
方
・
地
域
開
発
省

の
大
臣
が
総
局
会
長
を
務
め
る
こ

と
が
慣
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
高
等
教
育
省
大
臣
、
マ

ラ
公
団
会
長
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
大
学
会
長
ら
も
共
に
訪
日
し
、

人
材
育
成
分
野
の
視
察
な
ど
を
オ

イ
ス
カ
が
サ
ポ
ー
ト
。
今
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
協
力
関
係
を
強
め

て
い
く
こ
と
を
互
い
に
確
認
し
ま

し
た
。

　
　

マ
レ
ー
シ
ア
要
人
一
行
が
来
日

副
首
相
が
総
局
会
長
に
新
た
に
就
任

マ
ラ
公
団
を
は
じ
め
政
府
と
の
連
携
を
促
進

日本語習得に励むウクライナ研修生のオレシア
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ウズベキスタン環境省国際部長（中央）一行に、ポットによる育苗について
説明する佐々木統括

国
内

国
内

国
内

沿道の声援に笑顔で答えるオイスカ関西支部
の上村良成会長（JR西労組中央執行委員長）

オイスカ国際活動促進国会議員連盟の協力に
より、議員会館国際会議室にて開催

3
月
8
日
、
オ
イ
ス
カ
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
中
野
悦
子
総

裁
は
、
東
京
都
内
で
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
の
バ
フ
テ
ィ
ヨ
ー
ル
・
サ
イ

ー
ド
フ
外
務
大
臣
と
面
会
し
、
ア

ラ
ル
海
で
進
む
緑
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
お
け
る
連
携
促
進
に
つ
い
て

懇
談
し
ま
し
た
。
中
野
総
裁
は
、

ソ
連
時
代
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に

抑
留
さ
れ
た
日
本
人
に
対
す
る
同

国
国
民
の
温
か
い
思
い
や
り
に
触

れ
、
深
い
感
謝
の
意
と
と
も
に
、

ア
ラ
ル
海
で
の
沙
漠
緑
化
を
通
じ

て
両
国
国
民
の
友
好
に
寄
与
し
て

い
く
と
の
決
意
を
伝
え
ま
し
た
。

　

翌
9
日
に
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
環
境
省
の
国
際
部
長
と
林
野
庁

国
際
担
当
部
局
長
が
宮
城
県
名
取

市
で
進
む
「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
訪
問
し
、
佐
々
木
廣

一
統
括
の
案
内
で
育
苗
場
や
植
栽

地
を
視
察
。
オ
イ
ス
カ
が
国
や
県
、

市
な
ど
と
の
協
定
の
下
で
植
林
・

育
林
を
進
め
て
き
た
こ
と
に
関
心

を
示
し
、
そ
の
手
法
や
プ
ロ
セ
ス

に
つ
い
て
、
多
く
の
質
問
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
育
苗
を
担
う
「
名
取
市
海
岸

林
再
生
の
会
」
の
鈴
木
英
二
会
長

は
、
自
身
が
ア
ラ
ル
海
の
沙
漠
緑

化
に
参
加
し
た
経
験
を
踏
ま
え
、

「
こ
こ
名
取
で
は
、
東
日
本
大
震

災
後
に
オ
イ
ス
カ
が
調
整
役
と
し

て
来
て
く
れ
た
が
、
い
ち
ば
ん
大

事
な
の
は
地
元
の
行
政
と
住
民
が

一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
。

ア
ラ
ル
海
で
も
同
じ
よ
う
に
活
動

し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

ア
ラ
ル
海
の
緑
化
の
た
め
に
は
、

行
政
や
国
際
機
関
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

の
協
力
や
協
調
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
互
い
に
確
認
し
、
今
後
の
連

携
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
政
府
関
係
者
ら
と
交
流

中
野
総
裁
が
外
務
大
臣
と
懇
談

環
境
省
国
際
部
長
ら
に
よ
る
活
動
視
察
も

2
月
25
日
に
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
2

0
2
4
が
開
催
さ
れ
、
オ
イ
ス
カ

は
寄
附
先
団
体
と
し
て
9
度
目
の

参
加
を
果
た
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
支
援
す
る
C
K
D
㈱
や
化
学
総

連
、
ネ
ク
ス
タ
㈱
か
ら
の
ラ
ン
ナ

ー
を
は
じ
め
、
研
修
セ
ン
タ
ー
ス

タ
ッ
フ
な
ど
17
名
が
オ
イ
ス
カ
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
エ

ン
ト
リ
ー
。
大
会
当
日
は
雨
天
と

な
り
ま
し
た
が
、
ベ
テ
ラ
ン
ラ
ン

ナ
ー
だ
け
で
な
く
、
初
め
て
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
す
る
ラ
ン
ナ
ー

も
全
員
が
出
走
し
、
冷
た
い
雨
に

も
負
け
な
い
懸
命
な
走
り
に
、
岡

崎
昌
三
関
西
支
部
前
会
長（
ネ
ク

ス
タ
㈱
名
誉
会
長
）
を
は
じ
め
、

支
部
会
員
や
オ
イ
ス
カ
ス
タ
ッ
フ

を
中
心
と
し
た
応
援
団
も
熱
い
声

援
を
送
り
ま
し
た
。

　

ラ
ン
ナ
ー
か
ら
の
寄
附
金
の
ほ

か
、
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
全
体
で
集
め

ら
れ
た
寄
附
金
は
大
会
事
務
局
に

よ
っ
て
と
り
ま
と
め
ら
れ「
海
岸

林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
支

援
と
な
り
ま
す
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
ラ

ン
ナ
ー
を
は
じ
め
、
寄
附
や
声
援

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
応
援
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
　

大
阪
マ
ラ
ソ
ン
2
0
2
4

寄
附
先
団
体
と
し
て
9
度
目
の
参
加

雨
の
中
チ
ャ
リ
テ
ィ
ラ
ン
ナ
ー
17
名
が
出
走

2
月
29
日
、
衆
議
院
第
一
議
員

会
館
で
オ
イ
ス
カ
東
京
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
、
長
年
協
力
関
係

が
あ
る
国
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
の
10
ヵ
国
13
名

の
大
使
お
よ
び
大
使
館
関
係
者
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
オ
イ
ス
カ
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
中
野
悦
子
総
裁
か

ら
、
活
動
の
柱
で
あ
る
研
修
事
業

の
成
果
や
各
国
で
活
躍
す
る
O
B

た
ち
の
紹
介
が
な
さ
れ
、
今
後
は

そ
う
し
た
人
材
と
の
連
携
を
さ
ら

に
促
進
す
る
こ
と
で
活
動
を
発
展

さ
せ
て
い
き
た
い
と
の
意
欲
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
大
使
か
ら
は
、

ア
ラ
ル
海
の
緑
化
活
動
に
オ
イ
ス

カ
が
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
へ
の

謝
意
が
述
べ
ら
れ
た
ほ
か
、
ス
リ

ラ
ン
カ
大
使
か
ら
は
、
イ
ン
ド
洋

沖
地
震
後（
04
年
）
に
支
援
を
し

た
日
本
へ
の
恩
返
し
と
し
て
、
能

登
半
島
地
震
被
災
地
で
支
援
を
行

っ
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
際
に
オ
イ

ス
カ
か
ら
の
支
援
も
届
け
た
こ
と

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
中
断
を
経
て

6
年
ぶ
り
45
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
継
続
的
に
開
催

す
る
予
定
で
す
。

　
　

第
45
回
オ
イ
ス
カ
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム

6
年
ぶ
り
と
な
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

10
ヵ
国
13
名
の
在
日
大
使
館
関
係
者
が
参
加
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岐阜は
日本の真ん中

“にほんのおへそ”！

岐阜市からの緊急車両寄贈

1
6
年
以
降
、
更
新
時
期
に
引
退

す
る
車
両
が
4
回
に
わ
た
り
合
計

8
台
が
寄
贈
さ
れ
、
各
車
両
は
オ

イ
ス
カ
本
部
を
通
し
て
、
モ
ン
ゴ

ル
な
ど
海
外
の
地
に
お
い
て
第
二

の
人
生
を
送
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

緊
急
車
両
に
と
ど
ま
ら
ず
パ
ッ
カ

ー
車
2
台
も
会
員
企
業
か
ら
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
、
海
外
に
届
け
た

実
績
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
継

続
し
な
が
ら
、
昨
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
オ
イ
ス
カ
中
部
の
つ
ど
い
で

交
流
が
進
む
中
部
日
本
研
修
セ
ン

タ
ー
や
愛
知
県
支
部
を
は
じ
め
と

す
る
近
隣
支
部
と
連
携
を
図
り
、

協
働
で
の
事
業
企
画
や
、
法
人
企

業
間
を
つ
な
ぐ
機
会
の
提
供
な
ど
、

活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

岐
阜
県
支
部
は
、
1
9
7
5
年

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
真

ん
中
に
位
置
し
、〝
に
ほ
ん
の
お
へ

そ
〞
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
岐
阜
県

は
、
森
林
率
が
全
国
２
位
。「
清
流

の
国　

ぎ
ふ
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
、
き
れ
い
な
水
が
流
れ
る
長
良

川
な
ど
の
大
き
な
河
川
や
、
美
し

い
山
々
が
あ
る
、
自
然
豊
か
な
環

境
で
あ
り
、
故
中
野
良
子
オ
イ
ス

カ
前
総
裁
の
出
身
地
で
も
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
戦
国
武
将
の
ド
ラ
マ
が

生
ま
れ
た
土
地
で
、
歴
史
好
き
に

限
ら
ず
、
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
史

跡
が
数
多
く
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。

そ
し
て
、「
岐
阜
は
木
の
国
・
山
の

国
」
と
県
民
の
歌
に
も
あ
る
よ
う

に
、
古
く
か
ら
木
材
生
産
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
き
た
土
地
で
も
あ
り

ま
す
。
岐
阜
県
支
部
の
活
動
は
、

こ
の
よ
う
な
森
林
か
ら
も
た
ら
さ

れ
る
恵
み
を
受
け
る
暮
ら
し
の
中

で
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

オ
イ
ス
カ
の
理
念
で
あ
る
「
す

べ
て
の
人
々
が
さ
ま
ざ
ま
な
違
い

を
乗
り
越
え
て
共
存
し
、
地
球
上

の
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
基
盤
を
守
り

育
て
よ
う
と
す
る
世
界
」
を
目
指

し
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
進

む
農
村
開
発
や
環
境
保
全
活
動
を

支
援
す
る
取
り
組
み
の
ほ
か
、
会

員
有
志
に
よ
る
ア
ジ
ア
の
国
々
へ

の
植
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
親

善
訪
問
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
県

内
に
お
い
て
は
、
国
際
協
力
や
国

際
交
流
促
進
の
た
め
の
啓
発
活
動

の
一
環
と
し
て
、「
子
供
の
森
」
計

画
（
以
下
、
C
F
P
）
の
支
援
を

軸
に
、
子
ど
も
親
善
大
使
と
し
て

来
日
し
た
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流

を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
県
下

の
学
校
と
の
交
流
も
長
年
続
け
て

き
ま
し
た
。
特
に
岐
阜
市
立
柳
津

小
学
校
か
ら
は
文
房
具
を
贈
呈
し

て
い
た
だ
き
、
オ
イ
ス
カ
本
部
を

通
じ
て
海
外
の
C
F
P
参
加
校
に

送
る
取
り
組
み
を
13
年
も
続
け
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
連
携
の

事
例
と
し
て
、
岐
阜
市
か
ら
消
防

車
・
救
急
車
と
い
っ
た
緊
急
車
両

の
寄
贈
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
2
0

オ
イ
ス
カ

便
り

全国の支部や支援組織を
ピックアップして紹介します

支部概要

　岐阜県支部は1975年（昭和50年）の発足以来、海外との協力や交流事業、CFP支援
などを中心に取り組んできました。４年前に新体制に移行し、事務局を会長の会社が引
き継いで企業内事務局として運営しています。
24年3月現在の会員数は、124件（法人：80、個人：44）。近年、多くの岐阜県議会議
員に入会いただき幅広く活動を支えていただいています。今後、県内の森づくり活動や
海外での植林活動を通じて、将来の子どもたちへの環境教育や国際交流に取り組んでま
いります。

海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
を
中
心
に

子
ど
も
親
善
大
使
の
受
け
入
れ
も
積
極
的
に

今回は

岐阜県支部

岐
阜
県
支
部　

会
長

小
川  

信
也
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ぎふ木遊館にて

岐阜森林アカデミー内のモリノスで
学ぶCFP子ども親善大使ら

豊
か
な
森
林
資
源
を

最
大
限
に
生
か
し
た

学
び
の
場
を
提
供

きれいに
入ったさしが
美しい！

岐阜県支部事務局長　杉山慎一

入

　

コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
て
い
た
C

F
P
子
ど
も
親
善
大
使
事
業
が
再

開
し
た
こ
と
を
受
け
、
岐
阜
県
支

部
で
も
受
け
入
れ
を
実
施
し
ま
し

た
。
9
月
20
〜
28
日
に
来
日
し
た

タ
イ
・
チ
ェ
ン
ラ
イ
県
の
小
学
校

に
通
う
10
〜
12
歳
の
男
女
3
人
の

子
ど
も
た
ち
を
22
・
23
日
の
２
日

間
受
け
入
れ
、
活
動
報
告
の
ほ
か
、

環
境
学
習
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　

現
地
で
C
F
P
の
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
親
善
大
使

ら
に
自
然
環
境
保
全
の
取
り
組
み

や
森
林
に
つ
い
て
の
学
び
を
深
め

る
機
会
を
提
供
す
べ
く
、
オ
イ
ス

カ
本
部
と
連
携
し
な
が
ら
岐
阜
な

ら
で
は
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
。

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
盛
り
込
み
た

い
気
持
ち
も
あ
り
つ
つ
、
過
密
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
ら
な
い
よ
う
、

子
ど
も
親
善
大
使
へ
の
配
慮
も
し

な
が
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
と
な

り
ま
し
た
。

22
日
は
、
各
務
原
市
に
あ
る
世

界
最
大
級
の
淡
水
魚
水
族
館
「
ア

ク
ア
・
ト
ト
ぎ
ふ
」
を
訪
問
。
長

良
川
の
源
流
に
始
ま
り
、
世
界
の

川
へ
と
広
が
っ
て
い
く
、
約
2
5

0
種
類
・
2
万
2
千
点
の
生
き
物

や
植
物
を
見
学
し
、
自
然
を
守
る

こ
と
が
生
き
物
、
そ
し
て
自
分
た

ち
の
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る

こ
と
へ
の
気
づ
き
を
得
た
よ
う
で

し
た
。
夕
方
か
ら
は
大
垣
市
内
で

報
告
会
を
開
催
。
大
垣
市
長
を
は

じ
め
と
す
る
約
30
名
の
方
々
に
来

場
い
た
だ
き
、
子
ど
も
親
善
大
使

か
ら
彼
ら
の
地
元
に
お
け
る
環
境

問
題
や
植
林
活
動
に
つ
い
て
の
報

告
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
地

元
チ
ェ
ン
ラ
イ
の
伝
統
舞
踊
や
歌

や
笛
の
披
露
に
よ
り
ふ
る
さ
と
の

魅
力
を
伝
え
、
会
場
に
集
ま
っ
た

会
員
や
支
援
者
か
ら
惜
し
み
な
い

拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
は
岐
阜
県
と
連
携
し
、
森

林
学
習
施
設
で
異
な
る
コ
ン
セ
プ

ト
の
森
林
学
習
を
体
験
。
1
つ
目

の
「
ぎ
ふ
木
遊
館
」
で
は
、
木
材

の
性
質
、
用
途
の
多
様
性
か
ら
森

の
恵
み
を
知
る
木
の
お
も
ち
ゃ
に

触
れ
ま
し
た
。
木
の
香
り
を
感
じ

な
が
ら
遊
具
と
し
て
の
木
の
役
割

を
学
習
し
、
2
つ
目
の
施
設
、
岐

阜
森
林
ア
カ
デ
ミ
ー
内
の
「
モ
リ

ノ
ス
」
に
移
動
。
こ
こ
で
は
専
任

ガ
イ
ド
の
案
内
で
、
樹
種
や
生
物

種
の
多
様
性
か
ら
森
の
恵
み
を
知

る
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
子
ど
も
親
善
大
使
を
引

率
し
て
き
た
C
F
P
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
た
ち
か
ら
は
「
日
本
の
森

を
体
験
し
な
が
ら
森
林
リ
テ
ラ
シ

ー
の
向
上
が
図
れ
た
」
と
い
っ
た

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
岐
阜
の
豊
富
な
森
林
研

修
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
を
活
用
し
な

が
ら
、
C
F
P
子
ど
も
親
善
大
使

事
業
に
協
力
し
、
子
ど
も
た
ち
に

学
び
の
場
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

近
況

R
E
P
O
R
T

おらが

自慢！
岐阜といえば、やっぱり「飛騨牛」！

全国の和牛の質を争う会でも日本一に

選ばれたことのある、名実ともにトッ

プクラスのお肉です。

　　　　　　　　　きれいにさしが入

　　　　　　　　った見た目が美しく、

　　　　　　　　「飛騨牛にぎり」が

　　　　　　　　人気です。歯応えが

ありながらも、とろける肉感で、お米

との相性も抜群です。  きめ細やかでや

わらかい肉質、脂が網をはったような

霜降りとその豊かな味わいが特長とさ

れています。

　ステーキや焼き肉で脂を落としなが

ら食べるのも美味ですし、季節ものの

すき焼きやしゃぶしゃぶは、軽めに火

を通して柔らかい肉質と甘さを味わう

のに適しています。

　飛騨高山へ観光に訪れた折には、風

情ある街並みを楽しみながらの食べ歩

きもおススメです（飛騨牛にぎりも気

軽に食べ歩きができます！）。ブラン

ド牛ではありますが、その中では、コ

スパの良い牛であり、お祝い事がある

時や頑張った自分へのご褒美としても、

ぜひご賞味ください。

全国屈指のおいしさ、岐阜といえば飛騨牛！
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生物多様性の保全生物多様性の保全

プロジェクトで確認された
動植物は

1272種

TOPIC

　

宮
城
県
名
取
市
で
進
む
「
海
岸

林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
以
下
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
は
、
東
日
本
大

震
災
の
津
波
で
流
さ
れ
た
海
岸
林

を
再
生
す
る
取
り
組
み
で
、
37
万

本
の
ク
ロ
マ
ツ
を
植
え
、
現
在
も

そ
の
管
理
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
森
林
史
上
最
大
の
被
害

と
な
っ
た
海
岸
林
を
再
生
す
る
た

め
に
、
国
を
あ
げ
て
史
上
最
大
規

模
の
成
育
基
盤
盛
土
を
造
成
し
て

海
岸
林
を
復
旧
す
る
こ
と
に
な
っ

た
被
災
地
。
オ
イ
ス
カ
も
こ
の
動

き
を
支
援
す
る
た
め
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
仙
台

湾
で
海
岸
林
の
復
旧
を
進
め
る
東

北
森
林
管
理
局
仙
台
森
林
管
理
署

（
以
下
、
仙
台
森
林
管
理
署
）
の

方
針
に
あ
わ
せ
ク
ロ
マ
ツ
を
植
え

る
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
当
初
は
、

「
生
物
多
様
性
の
観
点
に
立
ち
、

ク
ロ
マ
ツ
以
外
の
木
も
植
え
る
べ

き
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

林
野
庁
が
設
置
し
た
「
東
日
本
大

震
災
に
係
る
海
岸
防
災
林
の
再
生

に
関
す
る
検
討
会
」
で
打
ち
出
さ

れ
た
方
針
で
も
最
前
線
で
は
主
に

マ
ツ
類
の
植
栽
が
基
本
と
な
っ
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
こ
の
エ
リ
ア

は
4
0
0
年
ほ
ど
前
か
ら
ク
ロ
マ

ツ
が
植
え
ら
れ
て
い
た
場
所
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
オ
イ
ス
カ
は
こ
れ

ら
を
参
考
に
今
日
ま
で
活
動
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

海
岸
林
の
再
生
に
あ
た
っ
て
は
、

よ
り
強
い
防
災
機
能
を
発
揮
で
き

る
よ
う
、
成
育
基
盤
盛
土
を
造
成

す
る
こ
と
が
同
検
討
会
で
決
ま
り
、

そ
の
工
事
は
仙
台
森
林
管
理
署
に

よ
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

際
に
は
、
生
物
多
様
性
保
全
の
観

点
に
立
ち
、
元
々
あ
る
海
岸
の
環

境
を
残
し
た
「
生
物
多
様
性
配
慮

ゾ
ー
ン
」
と
、
盛
土
に
よ
り
早
急

に
復
旧
を
し
た
「
防
災
機
能
優
先

ゾ
ー
ン
」
と
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ

れ
に
生
物
多
様
性
の
保
全
に
向
け

た
目
標
を
設
定
。
ま
た
、
そ
の
評

価
の
た
め
の
「
環
境
影
響
調
査
」

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
広
葉
樹

（
約
6
0
0
本
）
を
植
え
て
い
る

ほ
か
は
ク
ロ
マ
ツ
の
み
の
単
一
樹

種
の
植
林
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
19
年
ま
で
に
行
わ
れ
た
調

査
に
よ
り
、「
生
物
多
様
性
配
慮
ゾ

ー
ン
」
だ
け
で
は
な
く
、「
防
災
機

5月22日は国連が定めた国際生物多様性の日です。
今年のテーマ「From Agreement to Action: Build Back Biodiversity」

（「合意」を「実行」に。生物多様性を取り戻そう。）に沿ったセミナーや会議の開催など、
今月は世界中でさまざまな関連イベントが予定されています。オイスカが取り組む
植林プロジェクトにおいても、生物多様性の保全につながっている事例が多くあり、
今回は宮城県名取市で進む「海岸林再生プロジェクト」の事例をご紹介します。

海
岸
林
復
旧
に
お
け
る

生
物
多
様
性
の
保
全

ク
ロ
マ
ツ
の
森
に
す
む

生
き
物
た
ち

～国内の森づくりの現場から～

2013～16、19年の調査で確認され
た植物、昆虫類、哺乳類、両生類、
爬虫類、魚類、底生動物類の総計



※
調
査
は
①
ラ
イ
ン
セ
ン
サ
ス
（
作
業
道
を
一
周
し
、

出
現
し
た
場
所
、
種
、
数
、
行
動
を
調
査
）
②
ス

ポ
ッ
ト
セ
ン
サ
ス
（
作
業
道
に
設
定
し
た
５
ヵ
所

の
定
点
に
10
分
間
と
ど
ま
り
、
①
と
同
内
容
を
調

査
）
に
加
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
時
や
オ

イ
ス
カ
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
確
認
も
含
む
。
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プロジェクトで確認された
鳥類は

69種

2023年確認鳥類リスト（抜粋）

能
優
先
ゾ
ー
ン
」
に
お
い
て
も
確

認
さ
れ
る
植
物
の
数
が
年
々
増
え

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

13
年
に
は
1
2
3
種
だ
っ
た
も
の

が
15
年
に
は
2
1
2
種
と
な
り
、

19
年
に
は
2
7
7
種
の
植
物
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
今
後
も

海
岸
林
の
成
長
に
伴
い
、
生
物
相

が
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
と
も
「
環
境
影
響
調
査
」
の

報
告
書
に
は
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

動
物
に
関
し
て
も
同
様
の
結
果

で
す
。
特
に
鳥
類
に
お
い
て
は
、

日
本
野
鳥
の
会
に
所
属
す
る
地
元

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
三
浦
隆
さ

ん
に
よ
り
定
期
的
な
調
査
が
実
施

さ
れ
、
23
年
に
も
新
し
い
鳥
類
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

三
浦
さ
ん
は
、「
結
果
は
、
海
岸

林
に
生
息
す
る
鳥
全
て
を
網
羅
す

る
も
の
で
は
な
く
、
調
査
時
間
に

偶
然
居
合
わ
せ
た
鳥
の
記
録
程

度
」
と
し
た
上
で
、「
ク
ロ
マ
ツ
の

生
長
は
、
裏
返
す
と
草
原
が
減
少

す
る
と
い
う
こ
と
。
そ
の
変
化
が

与
え
る
影
響
は
、
草
原
を
す
み
か

に
す
る
鳥
（
代
表
:ヒ
バ
リ
）
が

減
り
、
森
林
を
す
み
か
に
す
る
鳥

（
代
表
:シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
な
ど
の

カ
ラ
類
）
が
増
え
る
と
い
っ
た
も

の
。
今
は
ま
だ
そ
の
変
化
が
進
行

中
と
思
わ
れ
、
今
後
も
継
続
し
て

観
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

す
。

　

こ
こ
に
掲
載
し
た
写
真
は
、
す

べ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
確
認
さ
れ

た
動
植
物
で
す
。
現
場
で
汗
を
流

す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
と

っ
て
も
、「
キ
ツ
ネ
を
見
た
！
」「
鳥

の
巣
に
卵
が
あ
る
！
」
と
い
っ
た

発
見
は
楽
し
く
も
あ
り
、
海
岸
林

が
生
き
物
た
ち
の
す
む
豊
か
な
森

に
育
っ
て
い
る
の
を
実
感
で
き
る

瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
動

植
物
の
種
類
が
多
け
れ
ば
い
い
と

い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
と
っ
て
は
、
ク
ロ
マ

ツ
の
生
長
に
影
響
を
及
ぼ
す
ク
ズ

や
、
侵
略
的
外
来
種
に
指
定
さ
れ

て
い
る
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
な
ど
も
で

き
る
限
り
駆
除
す
る
必
要
が
あ
る

ほ
か
、
松
枯
れ
の
原
因
と
な
る
マ

ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
を
運
ぶ
マ

ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
も
侵
入
を

防
ぎ
た
い
生
物
で
す
。

　

林
野
庁
は
、
本
年
３
月
に
「
森

林
の
生
物
多
様
性
を
高
め
る
た
め

の
林
業
経
営
の
指
針
」
を
発
表
し

ま
し
た
。
同
指
針
で
は
、「
森
林
の

有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
向

け
た
森
林
管
理
は
、
森
林
に
お
け

る
生
物
多
様
性
保
全
に
も
資
す

る
」
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
番
の
目
的
は

高
い
防
災
機
能
を
発
揮
す
る
海
岸

林
を
育
て
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
私
た
ち
の
取
り

組
み
が
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に

も
寄
与
す
る

と
の
認
識
を

深
め
、
今
後

も
活
動
を
進

め
て
ま
い
り

ま
す
。

※

多
様
な
生
き
物
の

す
み
か
に

2013～16、19年の調査で確認され
た鳥類に23年の確認分を追加

種名
ミサゴ
アカゲラ
チョウゲンボウ
コガラ
ヒバリ
アオジ
センダイムシクイ
コミミズク

タイプ
留鳥
留鳥
留鳥
留鳥
留鳥
留鳥
夏鳥
冬鳥

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月
●

●

● ●

●

●
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● ●

●

●
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●

●

●

●

●

●

●
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スリランカへの視察訪問。どの現場でも温かい歓迎を受け、オイスカの長
年の活動が地域に受け入れられ、理解されていると実感した（24年1月）

四国研修センター　研修担当

オ
イ
ス
カ
で
〝
人
間
力
〞
を
高
め
、

農
業
で
人
々
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
た
い
！

山崎  敦也

自己成長を
感じられる
毎日です！

ウズベキスタンで
購入した帽子
似合ってる？！

今月のこの人
　

四
国
研
修
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

農
業
と
研
修
生
指
導
に
励
む
山
崎
さ
ん
は
、

も
と
も
と
I
T
関
係
の
会
社
に
勤
め
て
い

た
そ
う
で
す
が
、
と
あ
る
体
験
を
き
っ
か

け
に
農
業
を
通
じ
た
国
際
協
力
の
道
を
志

し
、
東
京
農
業
大
学
編
入
を
経
て
、
オ
イ

ス
カ
の
国
際
協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
以
下
、

国
ボ
ラ
）
に
応
募
。
オ
イ
ス
カ
で
の
日
々

は
、
驚
き
と
発
見
の
連
続
で
、
自
分
の
成

長
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
話
し
ま
す
。
自

身
の
目
指
す
国
際
協
力
や
、
オ
イ
ス
カ
で

の
経
験
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

―
ど
う
し
て
国
際
協
力
の
道
に
？

　

昔
か
ら
海
外
に
興
味
は
あ
り
ま
し
た
が
、

自
信
も
お
金
も
な
く
て
、
な
か
な
か
海
外

に
行
く
機
会
を
持
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
社

会
人
に
な
り
、
お
金
と
時
間
に
余
裕
が
出

て
き
て
、
今
な
ら
行
け
る
か
な
と
某
N
G

O
の
国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。
行
き
先
は
ス
リ
ラ

ン
カ
で
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
や
オ
ラ
ン
ダ

な
ど
か
ら
の
参
加
者
も
い
て
、
パ
ソ
コ
ン

仕
事
で
人
と
の
触
れ
合
い
が

少
な
く
、
や
り
が
い
を
見
い

だ
せ
な
く
な
っ
て
い
た
自
分

に
と
っ
て
、
純
粋
に
楽
し
い

も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
時
初
め
て
物

乞
い
を
し
て
い
る
人
々
を
目
の
当
た
り
に

し
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
す
。

手
や
足
が
無
い
人
や
、
障
が
い
の
あ
る
人
、

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
元
気
そ
う
な
お
じ

さ
ん
ま
で
も
が
物
乞
い
を
し
て
い
る
こ
と

に
疑
問
を
感
じ
、
彼
ら
が
明
日
を
心
配
せ

ず
に
生
き
て
い
け
る
よ
う
、
働
け
る
場
所

を
つ
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
農
業
な
ら
誰
で
も
挑
戦
で
き
る

し
、
自
分
で
食
糧
を
つ
く
れ
た
ら
、
飢
え

に
苦
し
む
こ
と
が
無
く
な
る
と
考
え
、「
農

業
で
人
々
の
生
活
を
豊
か
に
し
た
い
」
と

国
際
協
力
の
道
を
模
索
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

―
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
オ
イ
ス
カ
に
た

ど
り
着
い
た
の
で
し
ょ
う
か

　

ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
帰
国
し
、
ま
ず
は
農

業
と
開
発
途
上
国
へ
の
学
び
を
深
め
よ
う

と
、
東
京
農
業
大
学
へ
編
入
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
大
学
の
後
輩
か
ら
、
オ
イ
ス
カ
の

植
林
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

行
っ
た
と
い
う
話
を
聞
き
、
初
め
て
オ
イ

ス
カ
を
知
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
青
年
海

外
協
力
隊
を
志
望
し
て
い
た
の
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
協
力
隊
の
募
集
が
止
ま
っ
て

し
ま
っ
て
。
別
の
活
動
先
を
探
し
て
い
た

時
に
オ
イ
ス
カ
を
思
い
出
し
て
調
べ
る
と
、

ち
ょ
う
ど
海
外
の
研
修
生
と

農
業
研
修
も
で
き
る
国
ボ
ラ

の
募
集
が
あ
り
、
応
募
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
な
け
れ

ば
オ
イ
ス
カ
と
出
会
っ
て
い

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

―
オ
イ
ス
カ
の
活
動
は
い
か
が
で
す
か

　

国
ボ
ラ
期
間
を
含
め
て
3
年
が
経
ち
ま

す
が
、
オ
イ
ス
カ
に
い
る
と
、
ど
こ
で
も

生
き
て
い
け
る
よ
う
な
〝
人
間
力
〞
の
向

上
を
感
じ
ま
す
。
無
人
島
に
放
り
出
さ
れ

て
も
や
っ
て
い
け
そ
う
な
生
命
力
と
い
う

か
。
オ
イ
ス
カ
で
は
、
何
事
も
自
分
で
や

ら
な
い
と
い
け
な
く
て
、
一
つ
ひ
と
つ
乗

り
越
え
て
い
く
う
ち
に
、
自
己
成
長
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
大
学
ま
で
は
、
農
業
は
播
種

か
ら
収
穫
ま
で
の
流
れ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
ま
し
た
が
、
実
際
は
草
刈
り
も
す
る
し
、

土
も
つ
く
る
。
草
刈
り
機
も
使
っ
た
こ
と

が
な
く
て
、
ワ
イ
ヤ
ー
タ
イ
プ
の
ワ
イ
ヤ

ー
交
換
の
仕
方
す
ら
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
や
研
修
生
が
、
い
つ
も
自
然
に

や
っ
て
い
る
作
業
が
徐
々
に
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
自
分
の
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。
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四国研修センターOG／
メキシコ

サライ（地域開発）
サンディ（家政）

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
自
転
車
が
壊
れ
た

時
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
研
修
生
が

す
ぐ
に
悪
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
、
修
理

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
を
見
た
時
に
、

自
分
に
は
で
き
な
い
し
、
日
本
の
若
者
の

中
に
も
自
分
の
よ
う
な
人
が
多
い
ん
だ
ろ

う
な
と
思
う
と
、
な
ん
で
も
自
分
の
力
で

解
決
し
て
い
く
こ
と
が
オ
イ
ス
カ
ら
し
さ

な
の
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

―
自
身
の
目
指
す
国
際
協
力
に
は
近
づ

い
て
い
ま
す
か
？

　

近
づ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
い
つ
か

開
発
途
上
国
で
活
動
し
た
い
の
で
す
が
、

そ
う
い
う
現
場
で
は
、
必
ず
し
も
最
先
端

の
技
術
が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と

感
じ
る
中
で
、
オ
イ
ス
カ
の
活
動
は
泥
臭

さ
が
あ
っ
て
、
特
に
セ
ン
タ
ー
で
は
〝
古

き
良
き
〞
を
大
事
に
し
て
い
る
。
そ
れ
が

良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
し
、
こ
の
3

年
間
で
体
験
し
た
一
つ
ひ
と
つ
が
、
海
外

で
活
動
す
る
た
め
の
知
識
の
拡
が
り
と
〝
人

間
力
〞
を
高
め
る
積
み
重
ね
に
な
っ
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。

　

農
業
は
一
年
上
手
く
い
っ
て
も
、
翌
年

は
だ
め
な
時
も
あ
り
ま
す
。
将
来
、
開
発

途
上
国
で
教
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
20
年
30

年
と
長
い
ス
パ
ン
で
勉
強
し
な
が
ら
、
引

き
続
き
経
験
を
積
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

OG 研修生からひとこと

とある日の

山崎さんの1日

24年2月25日、オイスカが寄附先団体となって
いる大阪マラソンに、チャリティランナーとし
て参加。

自分の成長につながる良い機会だと思い、フル
マラソンは初挑戦でしたが頑張りました！

09：50 スタート！（第3ウェーブ）

05：30 起床

雨天で冷え込む中でのスタート。

08：00 荷物預けなど
チャリティランナー控室
のある大阪城ホールでス
タート前の準備。応援団
とも合流し、完走に向け
て気合を入れます！

13：00 26㎞地点  

半分を折り返して疲れも
たまってくる頃。沿道の
応援が力になります。

15：10 ゴール！
無事に完走！
思うようにタイムが伸び
ず、少し悔しい思いもあ
りました。

応援ありがとう
ございました！

私たちは2022年度の研修生です。山崎
先生は親切で、日本語の発音や文法など
について、たくさん教えてくださいまし
た。また農業についても、疑問に感じた
ことには、私たちがしっかりと理解でき
るように、時間をかけて丁寧に答えてく
れました。いつでも研修生にやる気を出
させてくれる、とても熱心な先生です。
　いま、今度は私たちが先生として、子

どもたちに農業や自然科学、環境問題などについて教えてい
ます。「子供の森」計画を通じて、母なる大地への感謝と絶滅
の危機にあるメキシコ固有の植物を大切にする方法を伝えた
り、家庭菜園の指導をしたりしています。またサンディ（写
真右）は、家政研修の経験を活かし、メキシコの伝統料理の
調理法や栄養価について学んだり、ラジオ番組に出演して、
日本の文化や農業、環境保全に関するトークをしています。
サライは、研修生の時に大阪マラソンを走った経験を忘れず、
メキシコでもオイスカの旗を掲げて走り続けています。
　日本で先生方が教えてくださったことを胸に、これからも
頑張ります！

17：30 お疲れさま会
共に走ったランナーの皆さんと
健闘をたたえ合いました！

日

I
T
会
社
を
退
職
後
、
農
業
を
通
じ
た
国
際
協
力
を

目
指
し
、
東
京
農
業
大
学
で
開
発
経
済
学
・
農
業
経

済
学
を
専
攻
。
卒
業
後
、
2
0
2
1
年
よ
り
オ
イ
ス

カ
の
国
ボ
ラ
を
経
て
、
同
10
月
よ
り
四
国
研
修
セ
ン

タ
ー
ス
タ
ッ
フ
と
な
る

山
崎　

敦
也
（
や
ま
ざ
き　

あ
つ
や
）

早起きして
準備します！

応援団からの激励
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歴
史
さ
ん
ぽ

オ
イ
ス
カ

10
年
の
成
長
を
見
て
く
だ
さ
い
！

「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

2024年

2014年

　東日本大震災の長期復興支援の取り
組みとして始まった「海岸林再生プロ
ジェクト」で育つクロマツの生長ぶり
をご覧ください！
　震災の翌年に播いたクロマツの種は
育苗場で２年間管理されたのち、2014
年の春、海岸に植えられました。植樹
祭には市民ら約500名も参加。その時
植えられた30㎝ほどの苗木は、今では
見上げる高さにまで生長。７mを超え
るものもあります。
　写真の植栽地では、22年に本数調整
伐（間伐）を行い、約33％を伐採。そ
れ以前は、枝と枝がぶつかり混み合っ

ていましたが、今は人も入れるように
なり、光もたっぷり入ってきます。こ
の作業により、クロマツの樹高がさら
に伸び、幹の直径も太くなり、枝葉の
量も増え、根系が深く広く発達します。
このように強く大きな海岸林を育てる
ことで、海からの塩や砂を食い止める
機能をより高めることができ、沿岸域
の農業や人々のくらしを守ることがで
きます。
　間伐はこれから数十年かけて繰り返
し行われます。より強い防災機能を備
えた海岸林に育っていく様子を、これ
からも見守ってください！

写
真
か
ら
伝
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
に

フ
ォ
ー
カ
ス
！

この年植えたのは8万本。
植樹祭には市民

500名も参加しました

本数調整伐後は、
人が中に入れるスペースが。
上から見ると青々とした森に
なっているのが分かります！
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レストラン

鶏キンカン煮

OISCA
お！ススメ

国内外のオイスカスタッフから、さまざまなジャンルの
「オススメ」をご紹介します！

BO
O
K

　「ガンジス河でバタフライ」の著者たかのてるこ氏が、学生から「生
きる意味が分からない」という悩みを打ち明けられたことをきっかけに
生まれた本です。旅先の写真とともに「生きるって、なに？」から始ま
る問いへの答えがつづられ、くよくよしたときに読むと、自分の悩みを
ちっぽけに感じ、また頑張ろうと思えます。人に会いたくなったり、自
然の中に身を置きたくさせてくれる一冊です。

中部日本研修センター

くて、スーパーで買う鶏肉では感じることのなかっ
た生命を実感した」「いただきますは、食事を作っ
てくれた人だけに言う言葉ではなく、すべての生命
に対して感謝の気持ちを示すための言葉だと分かっ
た」といった感想が聞かれます。
　そして夕食時にいただくのが自分たちでさばいた
鶏肉料理。レバーなどと一緒においしく煮つけられ
たキンカンは、これから生まれてくるはずだった卵
の黄身だけのような状態をいいます。ゆで卵のよう
に見えるものは、まだ殻が形成されていない状態で
取り出されたもの。鶏の生命を余すことなく、あり
がたくいただく特別な一品です。

　４月に入ると食堂で出される鶏キンカン煮。中部
日本研修センターでは、会員企業の新入社員を対象
にした合宿型の研修を毎年実施しています。研修生
　　　　との交流や農業実習のほか、多くの参加者
　　　　　　　　にとって印象に残るプログラムは
　　　　　　　　　「生命の循環学習」です。
　　　　　　　　　　鶏を解体する体験を通して、
　　　　　　　　　私たちはさまざまな生命に支え
　　　　　　　　　られて生きていること、そのす
　　　　　　　　　べての生命に感謝の気持ちを持
　　　　　　　　　つことの大切さなどを学びます。
　　　　　　　例年、「腕に飛んだ血も、内臓も温か

金柑（左）とは似て非なる
鶏キンカン。上に見える
のも鶏肉の煮込み料理

「生きるって、なに？」
たかのてるこ　著／テルブックス　刊／500円（税別）

少年のかわいい
笑顔が目印！

（西日本研修センター T）
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Amazonでご購入いただけますAmazonでご購入いただけます

『
松
が
つ
な
ぐ
あ
し
た
―
震
災
10
年

　
　
　
　
　

  

海
岸
林
再
生
の
記
録
』
増
補
改
訂
版

□
小
林
省
太　

著

　
（
元
日
本
経
済
新
聞
社
論
説
委
員
兼
編
集
委
員
）　

□
愛
育
出
版　

刊
／
1
3
0
0
円
＋
税

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
宮
城

県
名
取
市
沿
岸
の
松
林
1
0
0
ha
の

再
生
を
目
指
す
「
海
岸
林
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」。
そ
の
10
年
間
の
記
録

を
ま
と
め
た
『松
が
つ
な
ぐ
あ
し
た
』

に
、
11
年
目
以
降
の
ト
ピ
ッ
ク
を
追

加
し
た
増
補
改
訂
版
が
発
刊
さ
れ
ま

し
た
。

　

マ
ツ
の
苗
を
種
か
ら
育
て
、
植
え
、

保
育
し
て
い
く
途
方
も
な
い
規
模
の

取
り
組
み
を
、
前
半
は
新
聞
記
者
と

し
て
、
後
半
は
オ
イ
ス
カ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
見
つ
め
続
け
て
き
た
著

者
の
小
林
省
太
氏
が
、
関
わ
っ
た
人

た
ち
の
思
い
や
、
次
第
に
か
た
ち
を

成
し
て
動
い
て
い
く
様
を
丁
寧
な
取

材
と
簡
潔
な
語
り
口
で
つ
づ
っ
た
本

で
す
。
2
0
2
1
年
の
初
版
発
行
後

も
「
未
完
の
物
語
」
は
動
き
続
け
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
体
で
あ
る
「
名

取
市
海
岸
林
再
生
の
会
」
の
メ
ン
バ

ー
、
活
動
の
要
の
現
場
統
括
、
松
林

に
な
じ
み
の
あ
る
住
民
、
活
動
を
深

く
理
解
し
関
わ
り
続
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
加
え
、
本
を
読
ん
で
く
れ
た

大
学
生
や
高
校
生
、
若
い
世
代
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
少
し
ず
つ
増
え
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
海
岸
林
再
生
を
伝
え
る
石

碑
の
建
立
、
松
く
い
虫
の
原
因
に
な

る
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
初
確

認
、
大
学
や
研
究
機
関
に
よ
る
調
査
・

研
究
、
マ
ツ
を
よ
り
強
く
生
長
さ
せ

る
た
め
の
間
伐
と
物
語
は
続
き
、
増

補
改
訂
版
で
は
、
こ
う
し
た
初
版
以

降
の
動
き
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぼ
ん
や
り
し
て
い
た
「
あ
し
た
」

が
、
少
し
ず
つ
明
瞭
に
な
っ
て
い
く

の
を
実
感
で
き
る
一
冊
で
す
。

「
松
が
つ
な
ぐ
あ
し
た
」

海
岸
林
再
生
10
年
の
記
録

増
補
改
訂
版

発
刊

写真は著者の小林省太さん

森を守ることは、生活と文化を守ること。
タイの森再生プロジェクト

クラウドファンディングに挑戦中！

タイ北部チェンライ県にあるマイチャルーン村
の森と水を取り戻し、住民の生活を守る新たな
取り組みに、応援よろしくお願いします。

インターネットを通して活動や夢を発信することで、
想いに共感した人や活動を応援したいと思ってくれる
人から資金を募る仕組みです。

クラウドファンディングとは

第一目標金額

200万円

乾燥による被害を軽減し、
地域の豊かさを促すため
には、森づくりが必要です。

アリ・チョングリア
（オイスカタイ総局会長）

世界各地で頻発する自然
災害。テレビの向こうの話
ではなく、私たちの目前に
迫る出来事です。地球市民
の一人として、ぜひお力を
お貸しください。

春日智実（タイ駐在代表）

皆さまの温かいご支援、ありが
とうございます。私たち皆、力を
合わせて頑張ります！ 

スラポン・アノマ村長（右）
スティン・マンユアン（オイスカ  タイ
チェンライ県フィールドスタッフ）

この森は村だけでなく、生
きとし生けるものすべてに
とっての財産。ご協力いた
だいた皆さんみんなのプ
ロジェクトとして、一緒に
森を育てましょう！

プラヤット・サバンスック
（オイスカタイ総局事務局長
  プロジェクトリーダー）

（5月22日まで）
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ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

寄
附

新
会
員
の
紹
介

編 集 後 記

2011年からオイスカ誌の編集に携わってきましたが、
本号をもって編集を卒業いたします。これまで大変
お世話になりました。今後は海外事業部の立場で現
場からの報告をお届けしてまいります。これからも
よろしくお願いします。　　　　　　　　　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
紹
介

3
月
13
日
、
石
橋
幸

裕
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ

ニ
ラ
事
務
所
駐
在
代

表
が
、
同
事
務
所
へ

再
赴
任
し
ま
し
た

海
外
赴
任

 （林）

新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
た
方
は
次
の
通

り
。（
2
0
2
4
年
1
月
1
日
〜
3
月
31

日
ま
で
の
間
、本
部
登
録
済
分
。順
不
同
、

敬
称
略
）

■
特
別
法
人

【
愛
知
県
】ス
ズ
ケ
ン
グ
ル
ー
プ
労
働
組

合
連
合
会

■
維
持
法
人

【
徳
島
県
】株
式
会
社
ア
ラ
ジ
ン
／
株
式

会
社H

onest

【
福
岡
県
】リ
コ
ー
ジ
ャ

パ
ン
株
式
会
社
／
一
般
社
団
法
人
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
パ
パ
ユ
ニ
テ
ィ

■
維
持
個
人

【
神
奈
川
県
】村
上
志
緒【
静
岡
県
】渡
邉

寿
美
代
／
関
谷
浩
子【
愛
知
県
】神
谷
幸

輔
／
加
藤
健【
香
川
県
】細
川
裕
生
／
酒

本
玲
子
／
白
河
原
将
／
是
永
翔
也
／
石

原
勝
博
／
永
峰
優
一
／
西
川
健
太
／
山

内
ロ
レ
ナ
／
サ
ウ
ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ア
ミ
ュ
ー
ズ
／
村
井
孝
之
／
篠
原
匡
生

／
藤
岡
旭
／
冨
田
翔
太

2
0
2
3
年
4
月
1
日
〜
2
0
2
4
年

3
月
31
日
ま
で
に
お
申
込
み
の
あ
っ
た

マ
ン
ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
は
次
の
通
り
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

【
東
京
都
】服
部
清
香
／
水
沼
和
子【
奈

良
県
】奥
田
修
功【
香
川
県
】田
中
美
佐

子
／
松
村
雅
代

2
0
2
4
年
1
月
1
日
〜
2
月
29
日
ま

で
に
い
た
だ
い
た
寄
附
は
次
の
通
り
。 

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

●
全
国
電
力
関
連
産
業
労
働
組
合
総
連

合
／「
子
供
の
森
」計
画
と
海
外
開
発
協

力
事
業
に
合
わ
せ
て
5
1
0
万
円

●
九
州
電
力
株
式
会
社
／
西
日
本
研
修

セ
ン
タ
ー
ワ
ン
コ
イ
ン
・
サ
ポ
ー
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
人
材
育
成
事
業
に

1
9
3
万
8
7
0
7
円

●
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
ま
ご
こ
ろ
基
金
お

よ
び
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
株
式
会
社
／
富

士
山
の
森
づ
く
り
に
1
2
0
万
円

●
デ
リ
シ
ャ
ス
株
式
会
社
／「
子
供
の

森
」計
画
に
1
0
0
万
円

●
九
州
電
力
労
働
組
合
／
海
外
開
発
協

力
事
業
に
65
万
円

●
ネ
ク
ス
タ
グ
ル
ー
プ（
ネ
ク
ス
タ
株

式
会
社
・
ネ
ク
ス
タ
パ
ッ
ケ
イ
株
式
会

社
・
ネ
ク
ス
タ
ラ
ッ
ピ
イ
株
式
会
社
・

ミ
ツ
ワ
紙
工
所
）／
人
材
育
成
事
業
と

海
外
開
発
協
力
事
業
と「
子
供
の
森
」計

画
と「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に

合
わ
せ
て
66
万
4
7
5
8
円

●
仙
台
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社
／「
海

岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
27
万

7
5
1
0
円

●
リ
タ
・
マ
ー
ク
ス
株
式
会
社
／
海
外

開
発
協
力
事
業
に
24
万
7
8
0
0
円

●
ホ
ッ
コ
ー
商
事
株
式
会
社
／
啓
発
普

及
事
業
に
22
万
2
1
1
2
円

●
株
式
会
社
天
狗
堂
／「
子
供
の
森
」計

画
に
20
万
円

●
株
式
会
社
H
a
c
o
a
／「
子
供
の

森
」計
画
に
19
万
1
4
7
0
円

●
C
K
D
株
式
会
社
／「
海
岸
林
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
18
万
9
5
2
円

●
丸
眞
株
式
会
社
／「
子
供
の
森
」計
画

に
17
万
5
6
9
6
円

●
ト
ヨ
タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
パ
ー
ツ
株
式
会

社
九
州
北
部
統
括
支
社
／
西
日
本
研
修

セ
ン
タ
ー
ワ
ン
コ
イ
ン
・
サ
ポ
ー
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
人
材
育
成
事
業
に

11
万
4
6
4
5
円

●
北
電
産
業
株
式
会
社
／
啓
発
普
及
事

業
に
11
万
4
5
8
3
円

●
北
陸
電
力
株
式
会
社
／
啓
発
普
及
事

業
に
11
万
4
4
9
6
円

●
立
山
科
学
株
式
会
社
／
啓
発
普
及
事

業
に
10
万
9
1
1
5
円

●
株
式
会
社
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
／「
子
供

の
森
」計
画
に
10
万
7
5
8
0
円

●
山
本
哥
子（
福
岡
県
）／
人
材
育
成
事

業
に
10
万
円

●
岩
田
産
業
株
式
會
社
／
人
材
育
成
事

業
に
10
万
円

●
株
式
会
社
ミ
リ
ー
／
人
材
育
成
事
業

に
10
万
円

アタリ

本誌掲載の記事・写真・イラスト
などの無断転載を禁じます。

今月の表紙写真

Photo by Yoshida Toshimichi

 

撮影者が興奮気味に語
るには、クロマツの林
の中を歩いていると低
空で横切る大きな鳥が
いたとのこと。付近を
探すとフクロウが眠そ
うな顔で防風柵に止ま
っていて、撮影に成功。
至福の時間を過ごせた
そうです。
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